
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

墨田区立立花吾嬬の森小学校 

http://www.sumida.ed.jp/tachiazusho/ 

令和５年９月 29 日 

１０月号／第 21５号 

14 学級 3７１名 

墨田区立花 1－18－6 

電話：3618－4911 

校長 向井 一郎 

B 時程 

◎生活目標 進んで学習に取り組もう 

◎保健目標 目を大切にしよう 

◎給食目標 栄養を考えて食べよう 

 

 

成長 

校長 向井 一郎 

  

ようやく秋らしい風を感じるようになってきました。水泳学習をもう少し延長したくなるような 9 月の

日中の暑さでした。そんな 9 月には 2 つの宿泊学習がありました。 

 9 月 20 日からの「なのはな学級 3・4 年生」の宿泊は１泊２日で区内の墨田区総合運動場の施設で行い

ました。往復は東武線を利用し、大きな荷物を背負って移動しました。現地では他校と交流活動をし、凧作

りをして広いフィールドで飛ばしました。夕食、ふろ、そして就寝準備なども自分で行いました。学校にい

る時とはまた少し違う表情を見ることができました。閉園式を司会する様子を見て、二日の間に成長したこ

とを感じました。 

9 月 27 日からの５年生の「信州高遠移動教室」は２泊３日でした。バス車内でも車内レクを工夫し、5 時

間近くかかったバスの旅が楽しくなるように努力していました。宿舎が園内に分散して建っている施設だ

ったため、それぞれの棟の中でルールを守りながら協力し合って過ごすことができました。特に初日での飯

盒炊飯でのカレー作り、アップダウンが続くハードなハイキングコースでの励まし言葉の掛け合いなど、友

達と力を合わせようとしている姿に成長を感じました。それぞれの学年の後期の学校生活の中に、今回の経

験を通して学んだことが行かされることを期待しています。 

そんな立花吾嬬の森小学校に、これから成長し、やがては「吾嬬の森」の主役になってもらいたい木々が

やって来ました。前から二宮金次郎像の周りを整備し、池も含めて自然をより感じることができる場所にし

たいと考えていました。今回、池の周辺を整備する予算を区からいただくことができたので、先ずは生き物

が集まる木々を植え直したいと思いました。昆虫が集まってくるような植物を植えたいと、区内で懇意にし

ている植物の専門家に相談してみました。すると、その方から舞台は小学校なのだから、物語性があり子供

たちがワクワクするような夢のある木々を植えるべきだとアドバイスをもらいました。敷地の写真をもと

に検討してもらい 6 学年いる小学校に合わせて 6 種類の木が選ばれました。①ブナの木：日本の森林を代

表する木です。世界遺産白神山地の中心木でもあります。②アオダモの木：バットやラケットの材料にもな

るかたい木です。あのイチロー選手もこの木でできたバットがお気に入りでした。③オリーブの木：平和の

象徴の木です。ノアの箱舟の物語で、洪水後に鳩がくわえてきた枝がオリーブです。④月桂樹の木（ローリ

エ）：古代オリンピック競技の勝者はこの若葉で作った月桂冠をかぶりました。乾燥葉はシチューに良い香

りを加えます。⑤ユーカリの木：動物園の人気者コアラちゃんの大好物です。そんなにおいしいのかな。⑥

クヌギの木：その樹液にたくさんの昆虫が集まる雑木林の主役です。どんぐり拾いも楽しみです。 

以上のような 6 種類の若木を 9 月末に植えました。立吾小の子供たちの成長を見守りながら、この木々

も大きく成長していくのだと思います。数十年後、立吾の森が楽しみです。 

 

 

お知らせ 

11 月１７日（金）・１８日（土）に展覧会が予定されています。 

 つきましては、展示された作品を展覧会終了後に持ち帰るための大きめ

の袋（マチのある物）を御用意ください。持ち帰りは、11 月 22 日から

です。 

１・2 年生は、作品を入れる袋を購入する予定です。 

今月の目標！ 



立吾小では、クラブ活動が月に一回程度行われます。４、５、６年生は取り組みたいクラブを

自分で選択し、年間を通して活動しています。今年度は、室外スポーツ、室内スポーツ、手芸、

まんが・工作、プログラミング、ボードゲーム・カードゲーム、パフォーマンスの、７つのクラ

ブが発足しています。どのクラブも、６年生を中心に、自分たちが行いたい活動を話し合って決

めています。笑顔を見せながらも、時折、真剣な表情を見せながら、活動しています。 

（クラブ活動担当 原） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

今年のプール 

９月２０日(水)と２１日(木)の２日間、なのはな学級の３・４年生は墨田区の鐘ヶ淵にあるフクシ・

エンタープライズ墨田フィールドに宿泊学習に行きました。夏休み明けから事前学習を行い、準備

を進めてきました。アキュラシーやたこあげなどの活動の他に、区内の小学校の３・４年生と交流

し、お楽しみ会などを楽しみました。学校と宿泊先との移動はもちろん、宿舎では、自分のことは最

後まで自分で行いました。時間を守る・くつのかかとをそろえる・荷物の整理整頓をするなど、自分

のめあてを最後まで意識して過ごすことができました。当日まで、少し不安な気持ちでいた子供た

ちでしたが、帰ってきた時には、全員笑顔でやりきった表情でした。翌日、楽しい思い出を振り返

り、待っていた下級生たちに話をしていました。宿泊学習を通して、学ぶことができた多くの体験や

経験を、これからの学校生活に生かしていきます。 

（なのはな学級 安永 山本 梅田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宿泊行事を終えて（なのはな学級） 

クラブ活動 

今年度の水泳指導も、大きなけがやトラブルもなく無事に終わることができました。１年生は初めて大き

なプールでの水泳に目を輝かせながら、楽しく水に親しむことができました。２年生から６年生は、コロナ

前に実施していた「検定」制度が復活した学年もあり、子どもたち一人一人が目標を立てて水泳に取り組ん

でいました。このように子どもたちが楽しく無事に水泳指導を終えることができたのも、保護者の皆様のお

かげです。事前の持ち物の準備や急な中止の連絡等への対応ありがとうございました。 

今年度の水泳は、暑さに悩まされる１年でした。晴天にもかかわらず、気温が高すぎるため水泳中止とな

り、悔しい思いをした児童もたくさんいたと思います。また、夏休み中の水泳教室についても、熱中症危険

のリスクがあったため、中止になることがありました。今年度の反省をもとに、来年度の水泳指導につい

て、コロナ前の指導体制に戻すだけではなく、暑さ対策も練り込んだ、楽しい水泳指導を計画していきま

す。また、中止になる学年が偏らないように注意しながら、夏期水泳教室の実施学年の計画を行います。 

（水泳指導担当  三原） 


